
訓FLV を示したに過ぎなかった｡この結果はアカゲザル

で RobertsとAkertとが,口内部の視床中継核であ

る VPMmbは後中心回Qこ基底部および頭頂弁蓋部に同

射していると報告しているのと一致する.Bcnjaminら

が.)スザルで雷知覚神経の体性知覚筒の投射部位におい

て2つの魚点を有していると報告しているが,リスザル

の大脳皮質の固辞は不明瞭であるがこの突放でみられる

ように中心後回と頭頂弁蓋部に相当するかもしれない｡

また彼らは,同側性の誘発電位が,対価のそれより大き

いと報告しているが,本実験ではこの逆であった｡

甲頂紫弁士部内壁串よび島部における舌知覚神経の投

壁

弓柑 伽 lら中心鞘の範囲で約2mmの間隔でタングス

テンTE塩を刺入し, 1mmの間隔で誘発電位を記録し

た｡その紙袋,凡そ前中心鞘と弓状特の間において,同

側の抜穴神経と舌咽神経にのみ応答し,舌神経に応答を

示さない部位が兄い出された｡潜時は t=.-ク伍で約20

mscc,大きさは最大 150FLVであった｡ この部位 は

Bclljaminらのいう味覚領に相当するものと考えられ

るが,併発屯位の磁性の変化から一概に弁丑部内壁か島

に蛸するかは決定できない｡現在この点については引き

絞きrA故を行なっている｡また当初計画していた単一昧

光ニュー｡ソの放TEの記録まで至らなかったが,この点

についても研究を進める予定である｡

霊長類の視床における有事刺激反応性

Ncuronの局在と機能的特異性

坪 川 孝 志 (日大 ･脳外科)

措 翰

有臼刺激に反応する ncuron が存在することは,

Poggio良Mountcastle(1960),Whitlock良Perl

(1959),Albe･Fessard& Rougeul(1958),Kruger

& Albe-Fessard (1960),Urabe& Tsub'okawa

(1963)により,後側核群,祝択正中核群で活動電位が

取放されたことにはじまる｡しかし,ネコとサルにおけ

る宍験では,Urabe & Tsubokawaのネコについて

の報告以外は,すべて麻酔下における突放であった｡有

臼刺激に反応する視床 neuronが,麻酔剤の投与によ

り.その日光放屯状況の変化,誘発発射の様式に変化を

みることが明らかにされ (Urabe& T8ubokawa),

Cascyが悲減準位の変動によって,視床での有告刺激

に反応する neuronが,蝕,圧刺激にも反応する串宍

を認めている｡したがって,Albe-Fessardらが Clllo-

raloso使用によって,抑制系を除去出来るとして,釈

みた宍助成硯では,問題を残しているといわねはならな

い○
視床における ｢痛み｣の認知機構の解明には,撫廉酔

下における霊長塀の有蕃刺激に反応する ncuronの分

布と,その生理学的な性状について明確にしなければな

らない.しかも,霊長類では,pulvinaがネコの後側核

と相同であり .中浜らはネコの pulv王naで,有臼刺激

に反応する meurOnを報告しているので, この面での

枚封も望まれるわけである｡

突 放 方 法

局所麻酔下のアカケザル6頭を用いて,Flaxidelで

非動化したあと,人工呼吸で呼吸を維持し,体温を37.-

36℃に保ち,定位脳手術枠に頭部を固定した｡タングス

テン微小電塩を挿入するために,小閑頭を行ない,硬膜

を閲放し,その部分を3%等天にて覆った｡一方双睦TE

垣を視床中継核 (UPL)に挿入固定した.膝砥部で艦

骨神経を詔出し,双極刺激屯塩を装瀞したOまずこの神

経刺激による視床中継核の誘発電位を記録することによ

り,電極の位置を,Snider& Leeの atlasの成紙と

比較し,個体間の揃正を行なった｡また,視床中継核を

この屯極を介し,4-5voltで刺激し,有害刺激に反

応する ncuron との関係を知ろうとしたものである.

有告刺激としては5ダまたは10タの針を約10cmの描

きにより落下させる方法と,皮膚を激しくつまむ方法を

用いた｡

タン9'ステン徴′ト屯睦による視床内の ncurop の探

潔抱囲は,祝拭中継核の吻側部より,上丘の吻川部にい

たるもので,1.5mmの間湖で電極を刺入している｡いず

れの微小屯櫨の tractにおいても,lti一放TEが花放さ

れた泌合には, 自発放取.末梢神経刺激に よる誘発児

射,有告刺激ならびにその他の適刺激による活動屯位の

状況,receptiveficld などについて枚黙し,瓜後に

視床中継核刺激による効果について分析した ものであ

る｡主要な neuron活動を記録した部位では,屯嘘を

介して,直流通屯で,微小填死巣を作成した｡

実験終了後生理的食塩水につづいて,10%のホルマリ

ンにて権流し,頭蓋内にて脳を固定し,断瑚した.充分

なる固定後に,前頭断に凍結連続切片となし,ThlonZn

染色をほどこし,電鎚の tractおよび壊死炎を確認し

ている｡

央 験 鈷 果

視床内において,単一放電が記録され, 自発放屯様

式,末梢神経刺激による誘発発射,有告刺激による反応

と rcceptiveficldを確認し,視拭中継核刺激による

このneuron活動への影響を充分に分析しえたneuron

数は 125unitSに適した｡このうち,末梢神経刺激によ

って長潜時で誘発発射が得られ,有告刺激に反応した

- 36-



neuronは 43unltS{･あ.?た｡48unltSでは,短打を時

鋳発発射がみられ.触,庄刺激に反応し,rcccptlve

flcldは記紀対川で.限局性であり,視床【紺f_抜柁1Tの

庶路を示し,脚別学的にも,これらの ncuronは視床

中尉t技州 こ限起されていた.10unltsでは,比較的即

時はfT<いが.burstlcに誘発発射を認めるものであ.?た

那,lltLf_f刺激ならびにその他の速射Tl激には反応しなかっ

た｡他の ncuronでは,布告刺激ならびに体表の適刺

故に反応することはなく,米梢神経刺激によっても部発

苑射を認めがたく,その neuronの解剖学的分布は,

LP.,M.D.,pulvinaなどに存在していた.

初日刺汲に反応する43unitsについて,その発射様式

とその解剖学的分布を詳細に換累する.まず,布告刺激

によるTE;･勅屯位は,筋1回にしめすごとく.有i!抑1故に

よりOn-rcsponsctypcの反応をしめすが,そのrc-

ccptlvcficldは全体表ないしは, 1肢を除く全体袈

のどとく,かなり広花田に及んでいる.しかし.記泣対

仰の各指末節部のplnchによる活動TE位をみると,防

1回左の亡とく,活動冠位の状況,とくに放花押皮,持

続,後発射の期間などには,規則性が認められないO記

録同州の有印刺激による同一 ncuronの活動TtI位も同

校であった (鮮1回右).しかし.同一有臼刺激を,同

一体宍部に加えると,その活動花位の発射状況は,叩現

性がある.しかし,5グ針による活動屯位と,109針の

それとを比較すると,活動TE位の用度,後発射の状況は

明らかに苅っていたが,その放TE糊W,後発射のm問な

どについて,この両者間では,刺激の強さと,放TE様式

の関係を明らかに出来なかったO

次に,これらの有田刺激に反応する ncuronの自発

放屯は,無味軒下では10-25cpsの比較的規則的なもの

を主体としているが,ncmbutalを注射していくと,

不規則となり,耶化した放屯に変化していく｡視FRF朋も

核を10-20cp94-5voltで刺激すると,臼発放TEの発

射糊皮が低下する特性があった｡のみならず,妨2回に

示す亡とく,兼的神経刺激による活動TE位の発射も抑制

されることが明らかとなった｡また有田刺激を加えるこ

とにより出現する活動冠位が,視床中,m核の10-20cps

刑故により抑制されている｡有告刺激を加える部位-の

触,正純艶.またはその近傍の関節運動を加えている問

に,'11日刺激を加えると,活動花位は抑制されること

ち,少くとも,10才-5ダ針を落下させる比較的定n的

なIJT出刺激を用いることによって,明らかにしえた｡

和田刺激に反応するこの neuronでは,触,症,関

節運動に反応する活動屯位を認めたものはなかった｡し

かし,光背刺激は用いていない｡

つ削こ,この43unltSの解剖学的分布をみると,AP

6.5より,AP2.5の氾田に恥llしており,nuclccntrum

mcdhnum の vcntrocaudal中心に parafascicu-

1arnuclclに内川の限界があり. 外側は nuclant.

latcrallsの内川にまで及んでいた く妨3回)｡pulvlna,

)atcralgcnZculatcbodyの magnoccllularpart,
dorsomcdhlnuclcuS,lateralpoStCrlornucleus

にはこの ncuronは認められない｡視床中継核 (VP

L)での成約は Mountcastleのそれと同一であった｡

また subtha]amlcarca にも. この柾の ncuron

は認められない｡

総括ならびに括筒 :

宍鹸成約より.爪1には正長類における有臼刺激に反

応する ncuron の視床内分布は,nucl. centrum

medlanum の vcntro-caudalpart より nucl.

1lnltansにいたる犯四で,内側はparafascicularnu-

cleus,外仙 土nucl.ant.lateralisの内側内部にあ

る｡荊2には,和日射Tl故に反応する neuron は広い

rcceptlvcEZcldを11するが,刺激部位によって活動

屯位の状況は只る｡しかし,ほぼ同一刺激による活動屯

位には恒常性がある｡邦3には,刺激の強さを5タより

10タと榊加することにより,活動花位の放TE期成ならび

に後発射の糊nmt同一部位の刺激によって糊加するが,

その増加皮は.Fcchncrの法則に一致するものではな

い.妨4には祝掛 川t核刺故により,有臼刺激に反応す

る ncuronの日光,fE.励TE位が抑制されるという串只

を知った｡

以上の4叫火より,椛みの祝比内における氷.b系に対

して.specIEJcthcoryを適用しえないのみならず,

これらの有臼刺激反応性の neuron活動よりみると,

刺激の強さと,活動TE位の発射状況ならびに後発射の期

rmとのnqでは,Fcchncrの法則に準ずる関連は認めら

れないことが即解される｡しかし,布告刺激に反応する

neuronの局在は比較的限局していることが明らかに出

来た｡しかもこれらの neuronは視床中継核の活動_qi

位によって影野をうけていることも明らかとなった.そ

の抑制機開ないしは,その生理的意義に関しては,刺激

の定立化をはかるために,TE気刺激による C･fiber選

択的刺激法,坪川が宍証した苛髄くも膜下腔凍結生理的

食塩水渦流皿による C･flbcr遮断法などを応用して,

さらに枚穴をすべきである.
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~常子㌻1lti=tIt. 1......･.･.･.__⊥
/･′･--･-,I lq日

第 1匡l:Rの部比にて.TL!鎚 したイj●7l.J･射j激に反応する ncuron とその receptivclicld

有川 :刺激FL川JI指より Ⅴ指先鮒 pinchによる所動丁引立 (F摺刺激糊r糊を/I:T)
ム州:刺激対仙11JZiより V肘先端 pinchにJ:る7.1'刺Ttif17:(崎 Ir-:100mscc.本文劇!ii.)

第2回:Rの部分にてJrLl叙 した†J●tJI刺激に反応する ncuron と弧状中継核刺激による彩響｡

Aの口九はJ托℡性･PJ激をノ示し,節2の白丸よりBの白丸にいたるまでに VPLIOCPS

刺激を加えたものである｡VPLrPJ敵中は明らかに据発発射 ･自発尤射も抑制されて

いる｡ Cはこの neuronの打TltrLtlJ故による括勅TE位を示す｡I.tも.扱 :刺激糊r札 較正

100msec.
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′ ｢ ト

､ヾ .I:.:..く■L:.:...,＼ _ .てt/:

第3回 :柁怖内における仔',I:･刺激にLR'止け る neuron

L/)分JI.

●:(3'惣刺政に反応 し,11くf附71線･ku故により成

形時誘発発射を示す ncuron.

竃 :良潜時 bursttypercsponscがJi梢神経

･M故により誘発されるが,イr.It.･帆敦に反応しな

い｡

サルの体性感覚の大脳皮質での

情報プロセシング

- 手の感覚を中心にして-

研 ｢H 英 人 (人阪'fJ'人 ･駅 ･JkBI･1.)

高 岡 淑 郎 (41.)(･医･胴外科)

'lJL,を特徴ずけるのは事と日であるといわれるOその

場合卓について問題にされるのはその細かい動き,すな

わち遊動の側面であろう｡しかし一方でその迎勅を支え

る感覚にも他の動物にない特色を備えていることはいう

までもない｡それは同じ霊長類である人間についてもい

えることなので,触覚による物の形の認的や馳攻遊動の

感覚的附1榊のメカニズムを知るにはサJレを火鹸励物に使

うことがほとんど不可欠の条件になる｡Mountcastle

らのク'ルーフ●はそのような観点から,最近,サルの手を

中心として体性感覚系の情報処理の研究を進めて来てい

る｡サ/i,の手で他の動物に比べて目立つのは宇笹や指の

知もC･部皮Ilqの児過である｡それILm紋やY:紋を備えてい

て見かけが人目1と似ているというはかりではなく,皮膚

の変や紹h･Rを見ても Mcissncr′ト休や Mcrkel氏触躯

などヒトの手堺にJLられる神柾解火拝芹とrF.lじである｡し

たが ってリJt,が t:で知覚するものは我JQがn分の Tlで感

じるものと山かよったものであろうと〃えられる｡これ

までの研究でbかっていることは那一次感光鯛のVベ ル

までほ未frt実軸諸.rlでとらえられた感覚的報が恕'jfにその

まま伝えられ,点対点の対応に近い休部tM.TJ血があると

いうことである｡

しかし我々が触覚で鮭鹸Tるものは必ずしも脚J{の受

容器の,M激の総帥であらわしbIJれない｡JY仏とそれに触

れる物の形や動きを混渦するためには兼梢からのLB矧T')

報を総介して全休としての/tクーンを抽山するようなiT't

報ブローkシンク'が必■炎と瓜bれる｡さて以ItlTJから臨朕神

経′u/'=の分野ではy71rHnS-の破墳抗…状として触Aiti:の火祖や身

休部位失認などのも1号状が起こることが知られていた｡そ

こで我々は今までサイVントといわれていた跡ri辿付紙

のニューロン所動をしらべ,より市次の的報也Ffl_がrTな

われているかどうかを押ぐ)て見ることにしナーO

方法 :'̂i験は族称伊の･即トで行なった｡何純なr)は耽

齢した動物では止弁絹はほとんど文11止り-Jlレントで

何の応答も絹られないからである｡一方手や身体をp-=Ll

に触ったり動かしたりしで別離するには捜什 リl験はあま

り適さない｡そこで肌弛P,'剤で煉蛸さLTたサルで人 r.呼

l唯Fに急M三rR験をTTなった｡輔みを避けるナ･めけ1)tLHト

ンブタ-Jt,麻酔下に手術LTlい心後rIllの Lの911瓜に穴を

あけマイクロマニプレ-ク用のチェンバーを埋め込んで

嗣きサルの971はf和搾的にこれで開延する｡ このJJ'法は

Mountcastle らがはじめたものであるが次 は々さらに

先竹カニJ.-レもJ叩).め込んで当Hの手術は健脚の切l)村だ

けに済ませた (これはほとんど摘みがない)｡ 汀己鎚には

タンク◆ス/-･ン微′｣＼TE機を用い,Fti-ニュ-ロンの †ン/i

JL,スを分離して,11紛 糾敵に対する応答を しらべたo

IAZ験に用いた サルは 3k郎狗後の アカ'/'ザJL,(Macaca

mulatta)である｡

結果 :我 々がしらべたのほ第一次鯉;覚韻のナぐうしろ

に度する頭旧連合韻で. プロ-ドマン節5即にあたる｡

この領野のニューT-rンではじめに気づくこと仏 Tl坤仁な

皮研刺激やr刈節の励t:Vにはなかなか応 じない ことであ

る｡しかしすぐ117Jの祈 L次感覚領でしらべた作部比局血

を手がかりとして,同じ矢状断面で対応する身休の部分

に触れたり,動かしたりしていると何かしらの反LL.Eが起

って来る｡なるべくサルが日常している運動をよく観蕪

してサルにとって意味のありそうな/<ク - ンを再現する

ように努めた｡以下記鮫されたユニットのうち代R的な
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